
磯の生き物 
満潮線と干潮線の間が「潮間帯」で、潮が引いた時、私たちが生物を簡単

に観察できる場所です。 
潮間帯は上から高潮帯、中潮帯、低潮帯と分けられています。高潮帯の上

を潮上帯（飛沫帯）と呼んでいます。潮間帯の上部ほど干出している時間が
⾧く、熱さ、寒さ、乾燥など生きものにとって棲息環境の厳しい場所です。 
潮上帯（飛沫帯） 
 アラレタマキビガイやタマキビガイが見られます。これらの貝は水が嫌い
で、ビーカーに汲んだ海水中に入れると逃げ出します。 
高潮帯 
 イワフジツボが群棲しています。イワフジツボは貝の仲間ではなく、エ
ビ・カニに近い節足動物の仲間です。生まれた時は海の中を泳いでいるので
すが、時期が来るとセメント質の物質で岩に体を固定し生活します。岩の割
れ目にはカメノテも見られます。カメノテも貝ではなく、節足動物の仲間で
す。イワフジツボやカメノテは、波が打ち寄せて来ると蔓脚（まんきゃく）
と呼ばれる触手を殻から出して、海水中のプランクトンを捕まえて食べます。 
中潮帯 

黒色をしたクロフジツボが見られます。岩の窪みにはヒザラガイが見られ
ます。ヒザラガイは貝殻がいくつもに分かれ、体節があった進化の名残を見
ることができます。 
低潮帯 
 イボニシや体に砂粒や貝殻の破片等を付けた
ヨロイイソギンチャクが見られます。 
 またムラサキイガイやダイダイイソカイメン
が岩にべったり張り付いています。 
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中央の岩はなぜここに？ 

まわりの岩と色が違う 
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伊良湖岬の海岸植物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂浜に生える植物 

 砂浜に深く根を張り、地下茎を巡らせて砂丘を形成する植物たちを、海浜

植物と呼びます。汀線から浜の奥へと、植物が変わっていきます。 
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